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メカノセンサーである Focal adhesion kinase (FAK)のリン酸化とアクチン線維の形成が増強した．
FAK阻害薬の添加や siRNAによる FAK遺伝子の knock downを行うことにより，gelの収縮およびア
クチン線維の形成は抑制された．次に In vivo での評価を行った．Tamoxifen 誘導性近位尿細管特
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